
■北海学園大が快勝。３年ぶりの春季オープン戦開幕

北海道学生アメリカンフットボール連盟加盟校の春季オープン戦が６月１２日、札幌市清田
区の北海学園清田グラウンドで始まった。新型コロナウイルス対策のために２０２０年、２１
年はオープン戦が中止されており、この時期に道内でアメフトが行われるのは３年ぶり。開幕
戦の北海学園大－帯広畜産大戦は、攻撃力に勝る北海学園大がＱＢ河合祐輔（４年、札幌第一
高）の３本のＴＤパスなど５ＴＤとＦＧ、セーフティーで得点を重ね、４６－０で勝利した。
第２日の１９日は江別市の札幌学院大グラウンドで、北星学園大と札幌学院大の合同チームが
東京農業大と対戦する。キックオフは午後１時。
北海学園大は第２Ｑ６分、ＤＢ／Ｋ野崎蒼（４年、札幌手稲高）の２７ヤードＦＧで先制。
前半残り１分に野崎のインターセプトで再び攻撃権を得ると、敵陣１１ヤードからの攻撃で昨
年の道学生選手権ＭＶＰのＱＢ河合がＷＲ寺川隆吾（４年、北海高）へパスをヒット。寺川が
好走でエンドゾーンに飛び込み、１０－０で折り返した。

第３Ｑは北海学園大の３人のＱＢがＴＤ劇を演出した。最初の攻撃シリーズでＲＢ高杉武生
（２年、浦河高）の好走でボールを進めると、３分にＱＢ河合の４ヤードキープでＴＤ。続く
自陣７ヤードからの攻撃ではＱＢ小笠原丈瑠（４年、北海高）が自らのランとショートパスで
前進し、最後はＲＢ丸川祐生（４年、北海高）の５ヤードＴＤラン。第３Ｑ終了間際にはＱＢ
篠原浩大（３年、札幌北陵高）がＷＲ寺川へ２０ヤードＴＤパスを鮮やかに決めた。
第４Ｑには最初のプレーでファンブルリカバーして攻撃権を得ると、ＱＢ河合からＷＲ野本
了輔（３年、札幌大谷高）へ５ヤードのＴＤパス。続く帯広畜産大の攻撃でも相手ミスから
セーフティー、５分にはＱＢ河合がＷＲ野本へ２本目のＴＤパスを放ち、リードを広げた。



帯広畜産大は第２Ｑ、自陣２８ヤードからの攻撃シリーズで、ＱＢ外崎智文（２年、大野農
業高）がＷＲ松田愉慎（４年、帯広三条高）へ連続でパスを通し、ＲＢ石村周也（２年、札幌
清田高）のランで攻め込んだが、敵陣２５ヤードからＴＤを狙ったパスをインターセプトされ
て好機を逃した。攻守兼任のＯＬ／ＤＬ相沢秀輔（４年、帯広柏葉高）、ＯＬ／ＤＬ西龍一郎
（３年、京都・桃山高）らがロスタックルを決め、ＤＢも兼ねる松田がインターセプトする粘
りを見せたが、後半にミスが相次ぎ、反撃はならなかった。
北海学園大の高木幸樹ヘッドコーチは「試合を出来たことが最大の収穫。２人の４年生ＱＢ
は相手に応じて使い分けたい。（７月１０日の）北大戦もやることは同じ。パス、ランともい
ける」と手ごたえを強調。伝統のパス攻撃を引っ張るＷＲ寺川は「今季初めての試合で緊張が
あった。２ＴＤキャッチもまだまだ。今日のミスを練習でカバーして北大戦に備えたい」と決
意した。
　この日がＱＢデビュー戦の帯広畜産大の外崎は「パスが続けて決まったが、最後に緊張で
球が浮き、インターセプトされた。相手ＤＥのラッシュにあせった。秋に向け、自分たちの完
成度を高めたい」と巻き返しを誓っていた。


